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≪報告≫ 
副専攻「ジェンダー研究」を修了して 
On Completing the Sub-Major in Gender Studies 
 
 私は 2014 年度より設置された、全学共通副専攻「ジェンダー研究」を第 1 期生
として修めました。大学 1 年生の春学期、大学に入学して初めて組んだ時間割の
中に、その後の学生生活と自分の価値観を大きく変えるきっかけがありました。
そのきっかけとは、当時法学部に設置されていた「ジェンダー論Ⅰ」（金富子先生）
の講義です。この講義がジェンダー研究との出会いになりました。当時、「ジェン
ダー」という概念について知らなかった私は、それまで自身で経験してきたこと
や日常的に考えてきたことが、学問として成立していることに大きな衝撃を受け
ました。そしてジェンダー研究は、大学生活 4 年間の中で大きな関心を注ぐ対象
になりました。卒業した今、そこで得た学びは仕事や私生活において、ものごと
を捉えたり考えたりする上で活かされています。 
副専攻「ジェンダー研究」ではジェンダーの視点でさまざまな学問を学ぶこと
ができました。修了するにあたり、受講した講義は 8 つあります。「指定科目」と
してグローバルエデュケーションセンター設置の「ジェンダーを考える」（弓削尚
子先生他）、「ジェンダーと教育」（村田晶子先生）、「男性学入門」（和氣一成先生）
の 3 つの講義、「選択科目」として法学部設置の「ジェンダー論Ⅰ」（金富子先生）、
「ジェンダーと法Ⅰ」（浅倉むつ子先生）、教育学部設置の「女性史」（天童睦子先
生）、商学部設置の「日本の文化と社会」（石崎裕子先生）、文化構想学部設置の「教
育とジェンダー」（伊藤めぐみ先生）の 5 つの講義を受講しました。副専攻「ジェ
ンダー研究」の対象科目に限らず、早稲田大学にはジェンダーをテーマとした講
義が数多く開講されています。そのため、学部内に止まらず、他学部や全学共通
で開講されている講義にも積極的に参加するようにしました。 
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 副専攻「ジェンダー研究」を修了して得た学びは、ものごとを多角的に捉える
ことや多様な価値観を尊重することの大切さです。 
 ジェンダーの視点でものごとを捉えると、それまで社会の中で「正しい」と考
えられていたことや多くの人が「普通」だと感じていたことが、いつ・誰にとっ
て「普通」で「正しい」ことであるのか、問い直し、考えることができました。
既存の学問や制度、社会的な課題などをジェンダーという視点で見つめることで、
多角的にものごとを捉えることができるようになったと感じます。 
在学中、私は配偶者間暴力や虐待などの問題に関心をもつようになり、女性や
子どもの権利擁護や支援の在り方などについて学びたいと思うようになりました。
配偶者間暴力や虐待は、夫婦や親子という親密な関係性の中で起こる人権侵害で
す。家族は、人が生まれてはじめて暮らす社会であり、人が育つ過程で大きな影
響を与える場だと思います。そのため、なぜ家族によって人権が侵害されるのか、
なぜ被害者の大半は社会的弱者である女性や子どもであるのか、どのようにすれ
ば被害者を救うことができるのかということについて学びたいと思いました。そ
して問題の性質や背景にある課題や要因を考える際に、専門分野である法律学を
はじめ、教育学、家族社会学、歴史学などの学際的な視点で捉えるだけでなく、
さらにジェンダーの視点で見つめ直すことで、新たな気づきが生まれ、問題の本
質に迫ることができました。当初、配偶者間暴力や貧困の問題は女性の問題であ
ると考えていました。しかしジェンダーの視点で捉えると、男性被害者の存在や
男女の働き方の問題など明らかになり、女性の問題だと思われることが男性の問
題でもあることが分かりました。 
実際にジェンダーの視点で私たちが暮らす社会や社会を支えている制度を見る
と、一見関係ないようなことや多くの人が関わることにこそ、無意識にそして時
には意図的にジェンダーが隠されているということに気がつきました。学生にと
って身近な社会である、学校に関係あることとしては、「隠れたカリキュラム」や
校風、校歌の歌詞、制服などが挙げられます。それらは個人の中で問題として意
識されたとしても、全体の問題として認識されず、当然のものとして社会の中に
存在しています。 
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 副専攻「ジェンダー研究」に指定されている科目群は、学生間で議論や意見を
交わすことにより、実践的に学ぶ場が多く提供されていました。自分が違和感を
覚えたり、疑問に思っていることについて、さまざまな立場（学部や学年、専攻
分野、興味・関心、セクシュアリティなど）の人が集まり、それぞれの視点から
同じものごとを見つめることで、問題意識を共有したり、明確にさせることがで
きました。そして、個人の抱えている問題は全ての人に関わる問題でもあること
に気付かされました。異なる視点からものごとを捉えて全体で議論することで、
社会や個人の中に潜在化されたジェンダーを発見することができるということを
学びました。 
 大学 4 年時の秋学期には、早稲田大学ジェンダー研究所やグローバルエデュケ
ーションセンターの協力のもと、「ジェンダー研究」企画実行委員会の一員として
3 回にわたるワークショップの企画・運営に携わりました。このワークショップ
は教員、職員、学生など、多くの人たちの関わり合いの中でともにつくりあげ、
大学という学びの場を「ジェンダーから変えよう」という取り組みでした。ワー
クショップをつくる過程において意識したことは、参加者が互いの意見を尊重し
て、大学という学びの場に存在するジェンダーを共有できるようにすることでし
た。自分と異なる他者が存在し、自分と違った考えをもつ人がいることを知るこ
とから、私たちが暮らす社会をより良いものに変えることができると思います。
多様な価値観を尊重する環境を整えることは簡単なことではありませんでしたが、
その過程で自分自身が平等や多様性をつくり上げる主体となっていくことを感じ
ることができました。 
 卒業後、私は自治体の職員として福祉部門で働いています。福祉総合相談支援
の担当者として、福祉や保健の総合相談を受け、市民の方が抱える複合的な課題
に寄り添いながら、共に考えニーズに応えています。また、成年後見制度の市町
村長申立てのケースワーカーとして、身寄りのない認知症高齢者の方や知的障が
い者、精神障がい者の方が成年後見制度を利用できるように、家庭裁判所への申
立て支援を行っています。実際に現場に足を運び、当事者が抱える課題を、身を
もって感じながら支援に携わることができ、責任とやりがいを感じながら、日々 
報告 
 
100 
働いています。 
相談にいらっしゃる方や支援の対象者の方々が抱えている課題は 10人いれば
10通りあり、ニーズは多方面に広がります。また、配偶者間暴力や虐待などの親
族間トラブルや貧困、心身の状態に問題を抱えているなど、複数の課題を同時に
抱えているケースが多く見られます。人を相手に支援を行い、過去、現在、未来
にわたる、その人の人生に関わる仕事に携わっています。目と耳と心を傾けてニ
ーズを引き出す「傾聴」を心がけ、相手を尊重する姿勢を大切にして、その人に
とってより良い支援を考えていきます。その際に副専攻「ジェンダー研究」を通
して学んだ、多様な価値観を尊重する姿勢が重要となってきます。支援者として
の考えを押し付けるのではなく、ご本人とともに考えながら課題の解決を図って
いきます。また、庁内の関係各課や病院や施設などの外部の支援関係者と連携し
て本人の支援を行うことが大切です。制度の枠組みから外れることや制度の狭間
に置かれることで支援を受けられない方もいます。その際にそれぞれ異なる立場
から、意見を出し合ったり情報を共有したりして、よりよい支援の方法を模索し
ていく必要があります。課題を多角的に捉えることで、解決の糸口が少しずつ見
えてきます。 
副専攻「ジェンダー研究」で得た学びを今後も意識して、より社会に貢献でき
るよう努めていきたいと思います。そして最後に、副専攻「ジェンダー研究」を
修了するにあたってお世話になった先生方や多くの刺激を与えてくれた学友の皆
さんに、お礼を申し上げます。ありがとうございました。（2014年度早稲田大学
法学部卒業） 
 
 
 
 
 
 
 
